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PoINT Storage Managerの LTO4から LTO6 へのデータ移行の動作検証(2021/10/12) 

 

角野 

 

データ移行の動作検証を行うために、2 台目の Archive Device として 1Uサイズの LTO6 ライブラリーを PSM サー

バーに接続しました。以下のデバイスマネージャーのスクリーンショットの、Medium Changer devicesに、Unknown 

Medium Changer が 2 台、Tape Drivesに LTO5 と LTO6のドライブが認識されています。ライブラリーは、Windows

上は、unknown になっていますが、PSM はライブラリーの機種を認識するので、問題ありません。ライブラリーに付

属しているドライバー等をインストールする必要はありません。 

 

 

 

PSM で認識され、通常通り Archive Device として設定出来たので、904AFS という Archive File System の

Storagevault に追加しました。 

これで、3573-TL と表示されている 24 スロットの LTO5 ライブラリーと、LL009F として表示されている 9 スロットの

LTO6 ライブラリーが使用可能になりました。LL009F は、IBM TS2900/Dell TL1000 の OEM 元の NECの製品です。 
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この動作検証では、3573-TLで、2015 年頃に PSM の前にリリースされていた PoINT Archiver というソフトで記録さ

れた LTO4 を LTO5 ライブラリーにいれて、データ移行元のメディアとして使用しました。 
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上記のプロパティ画面から分る通り、LTO4 は MTF でフォーマットされていますが、Archive Volume は、デフォルトの

4GB で記録されています。メディアがフォーマットされたのは、2014 年と表示されています。 

 

LTO4 から LTO6 へのデータ移行の動作検証としては、以下のステップで実行しました。データ移行元が 3573-TL上

の LTO4 で、移行先が LL009F 上の LTO6 になります。 

 

ステップ 1 

LTO4 から LTO6 へ Archive Volume をコピーし、データ移行を行う。データ移行は、移行元の LTO の Archive 

Volume を一旦 PSM の作業領域にコピーしてから、移行先の LTO に記録することで実行されます。 

 

ステップ 2 

データ移行後の LTO6 にアーカイブされていたデータにアクセスするために、新たに Storagevault を作成し、LTO6

にアーカイブされているファイルへのスタブを PSM サーバー上に作成する。Storagevault の種類は、ローカルフォル

ダーにスタブを作成出来、設定がアーカイブデバイスだけの、AFS(Archive File System)を使用しました。 
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ステップ 1のデータ移行 

 

データ移行元の LTO4 カートリッジは、スロット 13 にインポートしました。移行元になるので、Archive Volume を

(Original)に指定します。この指定は、後から指定無しに変更出来ます。 

 

 

移行先の LTO6 は、Archive Volume を(Copy)に指定してフォーマットします。 
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2 台の LTO ライブラリーを Archive Denice に設定した Storage vault から Archive Volume Migration を実行します。 

 

 

データ移行(Volume Migration)の設定画面で、移行元と移行先を指定します。 

 

 

データ移行が開始されます。 
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データ移行が完了した際のスクリーンショット 

 

 

データ移行元の LTO4 には、717_VFS1 という Storagevault の Archive Volume が記録されていました。 

 

移行先の LTO6 に、以下のスクリーンショットのようにコピーされています。 
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ステップ 2 データ移行された LTO6のファイルにアクセス出来るようにスタブを作成する。 

 

データ移行元の LTO4 は、作成された時点の Storagevault が、VFS(Virtual File System)AFS という Windows のドラ

イブレターから直接ファイルの読み書きが出来るタイプだった。現在の PSM では、AFS(Arcvhive File System)が同じ

機能を持っているので、新たに Storagevault、として、717_VFS1 を作成しました。この AFS のフォルダーに対して、ス

タブを作成するデータ移行ジョブを実行しました。 

以下が、ジョブが開始された際のログメッセージです。 

 

 

以下が、データ移行ジョブが終了した際のログメッセージで、441,116 個のスタブが作成されました。 

 

 

以下のスクリーンショットが、スタブが作成されて元のディレクトリー構成が作成された AFS のフォルダーです。 
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フォルダーのプロパティを表示すると、すべてのファイルがスタブになっています。 

 

このフォルダーは、PSM の階層管理の TAFS フォルダーになるので、以下のスクリーンショットのように、フォルダー

を指定して、それに含まれているスタブをまとめて元のファイルにリトリーブ出来ます。 
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最後に、新しく作成した Storagevault から、LTO4 が入っていた 3573-TL を削除して、データ移行が完了しました。 

 

 


